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宇佐市教育委員会発行

三和酒類株式会社から宇佐市への寄

附金を積み立てた「宇佐市三和文庫基

金」を活用し、市制施行二十周年を記念

して、宇佐の歴史や文化、自然をテーマ

とした「宇佐郷土かるた」を作製しました。

かるたの製作にあたり、読み句を一般

公募しました。全国からご応募いただい

た１３０４句の中から４４句の読み句を選

定しています。

去る５月２７日(火)、大分県建設業協会宇佐支部青年部会員の方々が

四日市南小学校(ケヤキ)と津房小学校(サクラ)の

樹木剪定作業をしてくださいました。

春には学校に彩りを添え、夏には子どもたちに緑陰を提供してくれる

樹木たちですが、両校ともかなりの大木、老木となり、大量の落葉が

近隣の住宅に少なからぬ迷惑をかけたり、末節の枯れ枝が落下す

る危険もあったため剪定をお願いすることになりました。

建設業協会宇佐支部青年部のみなさんには、毎年学校を変え

て地域貢献活動を実施していただいてます。

今年もありがとうございました！

宇佐市教育委員会便り

このたび、６月３０日をもって宇佐市教育長の職を退任すること

にいたしました。在任中は、多くの皆様に温かいご支援とご協力

を賜り、心より感謝申し上げます。

「大人が学び、子どもたちが学ぶ教育の郷づくり」という理念の

もと、子どもたちの成長を地域全体が支えることで、学び合う姿

勢が地域に広がり、子どもたちの未来につながることを願って取

り組んでまいりました。

今後も、宇佐市の教育が地域とともに発展し、子どもたちをはじ

め、大人も学び続けることのできる宇佐市となりますことを心から

願っております。

皆様のご健勝とご活躍を祈念いたしまして退任の挨拶といたし

ます。

地域の歴史や文化を遊びながら学べ

る「宇佐郷土かるた」は 宇佐市教育委

員会社会教育課や図書館を窓口に販

売中です。

売上金は宇佐市三和文庫基金として

今後活用されます。

宇佐郷土かるた 令和７年度宇佐市教育行政方針を作成しました

宇佐市教育委員会では、

『大人が学び、子どもたちが

学ぶ教育の郷づくり』を目

指し、平成27年度からの10

年先を見通した本市の教育

行政の方向や施策を示した

「宇佐市教育振興基本計

画」を策定しています。

退任のごあいさつ

川島 数志 教育長

「宇佐市教育行政方針」は、この基本計画に

沿って、当年度に取り組む施策を体系化すると

ともに、具体的な事業内容を明示するなど、教育

行政の方向を示しています。

小 学 校 樹 木 剪 定



 

戦後80年特別企画として「いのちをめぐる物語」や「掩体壕は静かに語る」の企画展、

「８.１５平和のともしびwithスカイランタン」の開催、書籍「宇佐海軍航空隊の歴史」の

出版等を行います。

西部中学校長寿命化改修・豊川小学校増築

令和７年度 教育委員会 主要事業

小・中学校防犯対策施設整備事業

児童・生徒の安全安心な教育環境を確保

するため、防犯監視システムを設置することにより、不審者の学校侵入防止対策を

行います。

学校給食費無償化事業

宇佐市学校施設長寿命化計画に基づき、西部中学校では令和5年から２か年に渡って建物や設備の

老朽化した校舎の長寿命化改修を行っていましが、令和７年２月末に完了しました。

また、児童数の増加に伴い仮設教室等で対応していた豊川小学校では、

新教室棟の増築を令和５年から行っていましたが、こちらも令和７年２月末に

完了しました。

新たに教室棟ができた豊川小学校では、3月11（火）に

新教室棟多目的室で落成式を行いました。式には関係者や

地域の方約40名が出席し、児童会長の中西匠叶さんが

「伝統を受け継ぎ、さらに素敵な学校にしていきたい」と感謝の

ことばを述べました。

学校施設貸出についてのお知らせを

ＬＩＮＥで通知します！

避難所開設などで学校施設が使用できなくなる場合に、

市公式LINEアカウントのメッセージにてお知らせします。

学校施設を利用される方は、LINEアプリにて友達登録、

受信設定をお願いします。登録方法など、詳しくは宇佐市

ホームページの学校施設貸出に関するページをご覧ください。

なお、学校行事などで利用ができなくなる場合、LINEで

のお知らせは行いませんのでご了承ください。

また、利用者の判断により、施設の利用を中止する場

合は、原則３日前までに学校および教育委員会へご連

絡をお願いします。

学校施設貸出に

関するページ

（宇佐市ホームページ）

問合せ先

教育総務課（℡0978 -27 -8192）

すでに宇佐市公式LINE

アカウントを友達登録されている

場合も受信設定が必要です。

子育て世帯への経済的支援として、ふるさと納税を活用し給食費を無償化するとともに、デザートや

ふりかけなどの副食品を提供することで、給食全体のボリューム感、満足度向上に努めます。

戦後８０年記念事業

児童・生徒に一台ずつ配布しているタブレットを令和7年度

から随時更新し、ＩＣＴを活用した授業や学習を通して、情

報活用能力の育成を図ります。

ＩCTを活用した個別最適化された学び、協働的な学び


